
  

第３回 
豊田市消防団警防技術交換会 

 ■令和７年６月１５日（日） ■豊田スタジアム多目的広場 

■主催:豊田市消防団 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

======＝＝＝＝ 消防団員が活動する地区の紹介 ＝＝＝＝====== 

第１方面隊 崇化館、梅坪台、浄水、朝日丘、逢妻、豊南地区 

第２方面隊 高橋、美里、益富、松平地区 

第３方面隊 末野原、上郷、竜神、前林、若園、高岡地区 

第４方面隊 猿投台、井郷、猿投、保見、石野地区 

第５方面隊 藤岡、藤岡南地区 

第６方面隊 小原地区 

第７方面隊 足助地区 

第８方面隊 下山地区 

第９方面隊 旭地区 

第 10 方面隊 稲武地区 

 
 
 

消防操法大会・・・・団体規律や消火の基本動作を習得します。 

警防技術交換会・・・訓練想定を実戦に近づけ応用動作を習得します。 
警防技術交換会は、豊田市消防団独自の取組みです。 

 

豊田市民の誓い 
  わたくしたちは、七州をのぞむ美しい山河にかこまれ、 

輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、 

明日に向かって伸びゆく豊田市の市民です。 

１  緑をはぐくみ、川を大切にして、豊かな自然を愛しましょう。 

１  スポーツに親しみ、教養を高めて、文化の向上につとめましょう。 

１  元気で働き、若い力をそだてて、幸せな家庭をつくりましょう。 

１  互いに助けあい、心の輪をひろげて、あたたかい町をつくりましょう。 

１  いのちを尊び、きまりを守って、住みよい社会をつくりましょう。 
 

消防操法大会 と 警防技術交換会 の違いは? 



要  綱 
目  的   豊田市消防団の小隊が、工夫を凝らした消火技術を警防技術交換会で披露し、

消防団の火災現場対応能力及び警防活動に必要な技術の向上を図ることで、安
全・確実・迅速な災害対応を行うことを目的とする。 

日  時  令和７年６月１５日（日） 午前８時３０分～午後１時 

場  所  豊田スタジアム多目的広場 （豊田市千石町地内） 

次  第 
１ 開会式          ８:３０ 
（１）豊田市民の誓い    
（２）開会のことば     
（３）国旗に注目 
（４）大会⾧あいさつ    
（５）激励のことば     
（６）来賓祝辞       

 
＜整備１０分＞ 
 

２ 披露開始         ９:００ 
① 第４方面隊 第３分団 第２部 
② 第３方面隊 第２分団 
③ 第 10 方面隊 第２分団 
④ 第５方面隊 第３分団 
⑤ 第４方面隊 第４分団 第１部 
⑥ 第７方面隊 第１分団 
⑦ 第８方面隊 第２分団 

 
＜休憩１０分＞ 

ラッパ隊 吹奏 

 
⑧ 第３方面隊 第１分団 
⑨ 第２方面隊 第５分団 
⑩ 第９方面隊  
⑪ 第２方面隊 第２分団 
⑫ 第６方面隊 第２分団 
⑬ 第１方面隊 第３分団 
⑭ 第１方面隊 第４分団 

 
＜審査集計１０分＞  

 
３ 閉会式         １２:００ 
（１）成績発表及び講評   
（２）表彰         
（３）火の用心三唱 
（４）閉会のことば     

 
４ 解散         １３:００ 
 
 

                         

表  彰   優秀小隊（消防団⾧賞） 

参考:今後の予定 

予定 内容 
令和 ９年度 第４回豊田市消防団警防技術交換会 
令和１１年度 第５回豊田市消防団警防技術交換会 
令和１３年度 第６回豊田市消防団警防技術交換会 
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２０ｍ

１０ｍ

使用する車両や資機材は

すべて配備品です。

訓練図

隣地境界のためフェンスが

立っている状況を想定します。

簡易貯水槽

（水利）

簡易貯水槽（水利）から

火災現場（火点）が直視

できないように壁を設置します。

建物の窓から火煙が見えている

状況を想定します。

火

庭においてある

プランターを回避し

ホースを延長します。
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～豊田市消防団 防火衣・車両・資機材の紹介～ 
 
防火衣一式 

 
防火衣一式とは、防火帽（しころ付）、防火衣（上衣・

ズボン）、防火⾧靴、防火手袋のことを指します。火災現
場で火傷などから身を守るため着用します。 
 身近なもので例えると、スキーウェアに近いですが、
より暑く、より重く感じられます。 
 
 
 
 
 

車両 
 
消防ポンプ自動車 
【特徴】 
 ポンプ及び各種資機材を装備した車両で、火災

時は、消火栓、防火水槽などに水利部署し、消
火活動を実施します。 

 
 
 
 
小型動力ポンプ付積載車 
【特徴】 
 小型動力ポンプを積載した消防車両です。災害

現場では、水利部署困難な河川等に小型動力ポ
ンプを搬送し水源確保に努めます。 

 
 
 
救助用資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車 
【特徴】 

小型動力ポンプと救助活動をサポートするチェ
ンソー、AED、担架などの救助資機材が搭載さ
れています。 
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資機材 
小型動力ポンプは、２～４人で持ち運

び、車両では進入できない河川や水路に
設置します。小型動力ポンプと吸管をつ
なぎ、消火に必要な水を吸水します。 

 
リアカーに載せて搬送することもできます。 

 
 

 
 小型動力ポンプから、消防用ホース（口
径６５ｍｍ、⾧さ２０ｍ）を数本つなぎ、
管そうから水が出るように延⾧します。 

身近なもので例えると、ホースリールと
ノズルヘッドをイメージしてください。 

 
 ホース延⾧には、背負器（ホース３本をセ
ットできる）も使用することがあります。 
 分岐金具は、ホースの圧抜きや別方向のホ
ース延⾧などに使用します。 
 

 
 
 情報伝達の手段として、無線機を使用し
ます。 
 特定小電力トランシーバーは、小隊（２
～５人程度）内で近距離の交信に使いま
す。 

デジタル簡易無線機は、近距離の交信も
できますが、中距離の交信が可能なため、
小隊と小隊の情報伝達で使用します。 
 

小型動力ポンプ 

吸管 

リアカー 

消防用ホース 

管そう 

背負器 

分岐金具 

特定小電力 
トランシーバー 

デジタル簡易無線機 

9



～ 消防団活動の紹介 ～ 
 
 
警防技術訓練               小型ポンプ操法訓練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
河川揚水訓練        ボート訓練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
水防訓練      運転訓練 
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救助訓練                  救急訓練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
防災啓発（ファイヤーガード隊）       防災啓発（カラーガード隊） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
士気高揚（ラッパ隊）            防火啓発（階梯隊） 
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豊田市役所防災対策課 消防団担当 
〒471-8501 豊田市西町 3-60 豊田市役所南庁舎４階 
TEL（0565）34-6750  FAX（0565）34-6048 
メール bousai@city.toyota.aichi.jp 

「消防団応援の店」にご登録いただいた 

事業所はこちらからご覧いただけます。 

豊田市消防団応援の店一覧 
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この制度は、事業所の消防団活動への協力が社会貢献として広く認められるととも
に、事業所の協力を通じて、地域防災体制がより一層充実されることを目的として
います。 

【認定基準】（以下のいずれかに該当する場合） 
・従業員が消防団員として、相当数入団していること。 
・従業員の消防団活動について積極的に配慮していること。 
・災害時等に事業所の資機材及び自衛消防隊を消防団に提供するなど協力をして

いること。 
・その他消防団活動に協力することにより、地域の消防防災体制の充実強化に寄

与しているなど、市⾧が特に優良と認める事業所であること。 
 
【事業所のメリット】 
・協力事業所の表示マークを提示で社会貢献をＰＲ 
・市の入札（総合評価落札方式）における加点 
・消火器の貸与 
 

 

 

 

豊田市消防団協力事業所表示制度 
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豊田市役所防災対策課  TEL:0565-34-6750
〒471-8501 豊田市西町3-60 豊田市役所南庁舎4階
mail:bousai@city.toyota.aichi.jp


